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本研究では対象とする 53 ゾーンの 3 年次に対して，
それぞれ従業地プリファレンス曲線の作成を試みた。





cbxaxy ++= 2              （1） 
ここで， a，b ：回帰係数 
      c    ：回帰定数 
また，回帰係数及び定数を各年次の平均値で比較す
ると，係数 a の値は 1972 年から 1983 年間において
0.1105，1983 年から 1994 年間において 0.0313，それ





1983 年（5.615）では 0.766km の増加，1983 年から



















CBD従業者数 119273 143973 160889 20.7% 34.9% 11.7%
従業者率 22.9% 19.5% 17.2% -14.6% -11.8% -184.8%
クラスター1
従業者数 187152 213335 238945 14.0% 27.7% 12.0%
従業者率 35.9% 29.0% 25.6% -19.4% -11.6% -175.7%
ゾーン数 3 3 3 0 0 0
クラスター2
従業者数 134129 144354 226203 7.6% 68.6% 56.7%
従業者率 25.7% 19.6% 24.2% -23.9% 23.7% -198.5%
ゾーン数 8 7 10 -1 2 3
クラスター3
従業者数 92431 208916 319156 126.0% 245.3% 52.8%
従業者率 17.7% 28.4% 34.2% 59.9% 20.6% 75.1%
ゾーン数 9 17 20 8 11
クラスター4
従業者数 107222 169876 148898 58.4% 38.9% -12.3%
従業者率 20.6% 23.1% 16.0% 12.1% -30.8% -24.4%
ゾーン数 33 26 20 -7 -13 -6





年次 項目 a b c 相関係数
最小値 -2.2049 0.0969 -0.2839 0.7965
最大値 0.4201 3.4477 0.9366 0.9996
平均値 -0.4824 1.0799 0.3855 0.9390
最小値 -1.0572 0.5467 0.0099 0.7994
最大値 -0.1177 1.7516 0.7876 0.9996
平均値 -0.5929 1.2547 0.3151 0.9660
最小値 -1.2248 0.5307 0.0103 0.7487
最大値 -0.1028 1.9208 0.7527 0.9995



































ゾーン番号 年次 a b c 相関係数 クラスター
1972 -0.1862 1.1831 0.0051 0.9996 1
1983 -0.2097 1.2002 0.0099 0.9996 1
1994 -0.2425 1.2253 0.0103 0.9993 1
1972 -0.2923 1.2017 0.0846 0.9985 2
1983 -0.3340 1.2879 0.0443 0.9990 2
1994 -0.3680 1.2989 0.0567 0.9982 2
1972 -0.0977 0.9019 0.2029 0.9940 3
1983 -0.4551 1.2963 0.1477 0.9964 3
1994 -0.3509 1.1066 0.2335 0.9943 3
1972 -0.5949 1.0604 0.5174 0.9571 4
1983 -0.6420 1.1962 0.4248 0.9769 4
1994 -0.6082 1.1197 0.4662 0.9645 4
1972 -0.3988 0.8758 0.5026 0.9793 4
1983 -0.5799 1.0015 0.5495 0.9345 4
1994 -0.5732 1.0775 0.4586 0.9611 4
1972 -0.6283 1.3599 0.2670 0.9834 3
1983 -0.4797 1.2111 0.2473 0.9883 3
1994 -0.7659 1.5357 0.2025 0.9878 3
1972 -0.4602 1.1373 0.3144 0.9791 3
1983 -0.4773 1.2777 0.1958 0.9900 2
1994 -0.6015 1.4154 0.1751 0.9871 2
1972 -0.6541 1.1721 0.4459 0.9379 4
1983 -0.5528 1.1369 0.3933 0.9725 4










ると，クラスタ 1ー からクラスタ 4ー になるにつれて，
回帰係数 a は減少している傾向にあり，回帰定数ｃは
増加している傾向があることが分かる。これらの結果か
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